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博
覧
会
時
代
の
「
漁
業
図
解
」

―
出
雲
石
見
と
因
幡
伯
耆
の
「
魚
漁
図
解
」

伊
藤

康
宏

は
じ
め
に

一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
六
月
四
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
東
京
都
大
田
区
立

郷
土
博
物
館
で
特
別
展
「
明
治
時
代
の
水
産
絵
図
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

「
本
書
で
紹
介
す
る
『
水
産
絵
図
』
は
、
水
産
振
興
を
切
望
し
た
時
代
の
産
物

で
す
。
改
め
て
『
水
産
絵
図
』
を
見
直
す
こ
と
で
、
水
産
業
の
め
ぐ
る
環
境
が

様
変
わ
り
し
た
現
代
を
見
つ
め
る
」
と
い
っ
た
趣
旨
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
展
示
さ
れ
た
資
料
は
明
治
の
博
覧
会
（
内
国
勧
業
博
覧
会
と
水
産

博
覧
会
）
な
ど
に
全
国
か
ら
出
品
さ
れ
た
二
二
三
点
に
及
ん
だ
。
現
在
、
そ
の

内
容
は
、
特
別
展
図
録
、
『
明
治
時
代
の
水
産
絵
図

明
治
の
博
覧
会
へ
出
品

さ
れ
た
水
産
業
の
絵
図
』
（
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
、
一
九
九
五
年
）
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
特
別
展
に
展
示
さ
れ
た
島
根
県
関
係
の
資
料
は
、
一
八
八
一

年
（
明
治
一
四
）
開
催
の
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
島
根
県
勧
業
課
が
出
品

し
た
「
島
根
県
管
内
漁
具
類
集
図
」
の
写
し
、
「
島
根
県
下
漁
具
図
説
」
（
出

雲･

石
見
・
隠
岐
な
ら
び
に
因
幡･

伯
耆
の
旧
島
根
県
域
、
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
）
と
一
八
八
三
年
開
催
の
第
一
回
「
水
産
博
覧
会
出
品
漁
具
解
説
書(

島
根
県

他)

」
と
「
島
根
県
下
鯣
帖
」(

現
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
の
三
点
で
あ

っ
た
。*

1

ま
た
、
前
掲
図
録
に
紹
介
さ
れ
た
資
料
は
、
「
島
根
県
管
内
漁
具

類
集
図
」
（
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
）
な
ら
び
に
「
本
県
管
内
水
産
要
録
」
、

「
本
県
管
内
漁
具
図
」
（
第
一
回
水
産
博
覧
会
）
、
「
島
根
県
魚
鉤
図
」(

一
八

九
〇
年
開
催
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
）
そ
れ
に
「
島
根
県
重
要
水
産
誌
」
、

「
漁
場
図
・
鯣
製
造
一
式
図
」
、
「
鯣
製
造
荷
造
改
良
説
」
（
一
八
九
七
年
開

催
の
第
二
回
水
産
博
覧
会
）
の
七
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
資
料
は､

残
念

な
が
ら
消
失
し
て
現
存
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
二
〇
〇
八
年
春
に
東
京
神
田
の
古
書
店
目
録
に
「
（
題

箋
）
出
雲
石
見
魚
漁
図
解

壱
、
弐
、
参
、
四
」*

2

四
冊
と｢

（
題
箋
）
因
伯
魚

漁
図
解

上
下｣

二
冊
が
は
じ
め
て
収
録
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
ま
っ
た

く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
い
へ
ん
貴
重
な
郷
土
資
料
と
み
ら
れ
た
め
、
島
根

大
学
附
属
図
書
館
が
主
と
し
て
そ
の
年
度
の
予
算
で
購
入
し
た
経
緯
を
持
つ
。

本
資
料
の
購
入
後
、
附
属
図
書
館
館
で
デ
ジ
タ
ル
撮
影
さ
れ
、
学
内
にP

D
F

の

形
で
迅
速
に
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
昨
年
度
後
半
以
降
、
本
資
料
を
題
材

に
し
た
研
究
が
本
格
的
に
開
始
で
き
た
。

本
資
料
を
概
観
し
て
お
く
と
、
巻
頭
と
巻
末
に
当
た
る
部
分
が
無
い
点
、
制

作
者
や
制
作
年
さ
ら
に
制
作
の
意
図
な
ど
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る

点
、
朱
書
き
等
の
訂
正
が
随
所
に
み
ら
れ
る
点
、
島
根
側
の
出
雲･

石
見(

隠
岐

を
含
む
）
と
鳥
取
側
の
因
幡･

伯
耆
で
編
集
さ
れ
て
い
る
点
（
一
八
八
一
年
ま
で

は
島
根
県
は
鳥
取
側
を
含
ん
で
い
た
）
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
し
か
し
詳
細
に

つ
い
て
は
以
下
で
検
討
す
る
が
、
結
論
を
さ
き
に
述
べ
る
と
構
成
・
内
容
か
ら

判
断
し
て
「
島
根
県
下

漁
具
図
説
」
の
正
本
、
「
島
根
県
管
内
漁
具
類
集
図
」

の
草
稿
と
し
て
島
根
県
勧
業
課
が
作
成
し
た
資
料
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、

島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
は
同
じ
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
島
根
県
か
ら
出

品
さ
れ
た
「
島
根
県
管
内
農
具
類
集
図
」
の
草
稿
本
と
見
ら
れ
る
「
島
根
県
内

農
具
図
解
」
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
漁
具
と
農
具
の
草
稿
本
が
揃
っ
た

こ
と
に
な
る
。*

3
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本
研
究
の
課
題
は
、
明
治
前
期
の
博
覧
会
と
「
漁
業
図
解
」
、
と
り
わ
け
「
出

雲
石
見
魚
漁
図
解
」
「
因
伯
魚
漁
図
解
」
の
歴
史
的
特
徴
と
意
義
を
解
明
す
る

こ
と
と
し
、
以
下
で
は
一
、
明
治
前
期
の
漁
業
概
況
と
水
産
博
覧
会
、
二
、
明

治
前
期
の
博
覧
会
「
出
品
物
」
と
「
福
岡
県
漁
業
誌
」
、
三
、
「
出
雲
石
見
魚

漁
図
解
」
「
因
伯
魚
漁
図
解
」
と
「
島
根
県
下

漁
具
図
説
」
、
四
、
「
出
雲

石
見
魚
漁
図
解
」
時
代
の
島
根
県
漁
業
、
五
、
む
す
び
に
か
え
て
の
構
成
で
見

て
い
き
た
い
。

一
、
明
治
前
期
の
漁
業
概
況
と
水
産
博
覧
会

１
）
明
治
前
期
の
漁
業
概
況

近
代
日
本
漁
業
史
に
お
い
て
漁
業
の
資
本
主
義
化
、
近
代
化(

動
力
化
）
に
関

す
る
研
究
が
こ
れ
ま
で
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
明
治
前
期

の
漁
業
に
関
す
る
研
究
成
果
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
で
も

こ
の
分
野
の
代
表
的
な
概
説
書
で
あ
る
二
野
瓶
徳
夫
著
『
日
本
漁
業
近
代
史
』

（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
「
第
二
章

近
代
的
漁
業
技
術
の
模
索
」
か
ら
こ

の
時
期
の
漁
業
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

「
漁
業
は
洋
々
た
る
希
望
と
前
途
を
も
っ
て
明
治
維
新
を
迎
え
た
わ
け
で
は

な
く
、
総
体
と
し
て
み
れ
ば
、
全
国
の
漁
業
生
産
量
は
停
滞
状
況
に
入
り
つ
つ

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
漁
業
生
産
が
停
滞
状
況
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
狭
い
沿
岸
漁
場
に
極
限
さ
れ
る
か
、
そ
う
で
な
く
て
も
非
能
率
な
漁
業
技

術
に
よ
る
生
産
は
衰
退
の
方
向
を
た
ど
り
、
そ
れ
を
克
服
し
て
漁
場
領
域
の
拡

大
と
能
率
化
に
向
か
っ
て
い
た
漁
業
技
術
に
よ
る
生
産
は
発
展
し
つ
つ
あ
っ

た
。
こ
の
二
つ
が
交
錯
し
つ
つ
漁
業
生
産
の
停
滞
は
明
治
末
期
ま
で
続
く
の
だ

が
、
そ
れ
は
高
能
率
な
近
代
的
な
漁
業
技
術
が
容
易
に
開
発
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
明
治
期
全
体
と
し
て
近
代
的
漁
業
技
術
模
索
の
時
代
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
」
（
同
書
五
八
頁
）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
衰
退
す
る

漁
業
と
し
て
地
曳
網
漁
業
と
大
敷
網
・
大
謀
網
漁
業
と
い
っ
た
大
規
模
な
沿
岸

漁
業
を
例
示
し
、
ま
た
発
展
し
つ
つ
あ
る
沖
合
漁
業
と
し
て
改
良
揚
繰
網
漁
業
、

米
国
式
巾
着
網
漁
業
、
打
瀬
網
漁
業
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
解
説

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時
は
未
だ
統
計
が
取
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
量
的
な

把
握
は
で
き
て
い
な
い
。*

4

一
方
、
近
年
の
水
産
資
源
学
の
研
究
成
果
で
は

こ
の
時
期
、
水
産
資
源
、
特
に
イ
ワ
シ
資
源
の
後
退
局
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
要
因
を
考
慮
す
れ
ば
、
漁
業
生
産
の
停
滞
は
単
に
漁
業
技
術
の
非
能
率
性

の
み
が
原
因
で
は
無
か
っ
た
と
言
え
る
。*

5

と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
な
漁
業
状

況
に
対
し
て
明
治
政
府
は
、
「
研
究
、
普
及
、
指
導
こ
そ
が
、
漁
業
振
興
を
め

ぐ
る
政
府
の
基
本
姿
勢
で
（
中
略
）
明
治
一
四
年
に
農
商
務
省
が
新
設
さ
れ
、

農
務
局
の
な
か
に
水
産
課
が
置
か
れ
、
水
産
課
が
行
っ
た
最
大
の
事
業
は
、
水

産
博
覧
会
の
開
催
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
博
覧
会
の
目
的
は
、
在
来
の
優
良
技

術
の
開
発
・
普
及
、
す
な
わ
ち
漁
業
技
術
発
達
の
地
域
差
の
実
態
を
把
握
し
、

先
進
地
域
の
優
良
技
術
を
広
く
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
を
他
地
域
に
普
及
さ
せ
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
」
（
同
書
一
〇
一
頁
）
と
し
て
い
る
。

２
）
水
産
博
覧
会

つ
ぎ
に
こ
の
時
期
の
水
産
振
興
策
で
あ
っ
た
水
産
博
覧
会
を
取
り
上
げ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
は
じ
め
て
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
関
根

仁
「
明
治
一

六
年
水
産
博
覧
会
の
開
催
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
六
七
一
号
、
二
〇
〇
四
年
四

月
）
か
ら
そ
の
概
要
を
見
て
お
き
た
い
。

一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
開
催
の
水
産
博
覧
会
は
特
定
の
テ
ー
マ
に
限
定

し
た
国
内
で
唯
一
の
博
覧
会
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
背
景
は
つ
ぎ
の
理
由
と
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
水
産
物
は
「
富
国
ノ
一
大
利
源
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
未
活
用
の
状
態
で､

漁
業
の
勧
奨
や
保
護
の
方
法
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
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い
っ
た
漁
業
政
策
の
遅
れ
を
水
産
施
策
の
担
当
者
が
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て

政
府
に
よ
る
漁
業
の
保
護
・
奨
励
を
急
務
と
し
、
そ
の
手
立
て
と
し
て
水
産
博

覧
会
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
漁
業
振
興
の
「
第
一
着
手
」
と
位
置

づ
け
た
。
そ
の
過
程
は
一
八
八
〇
年
の
ベ
ル
リ
ン
漁
業
博
覧
会
へ
の
政
府
参
加
、

一
八
八
一
年
の
太
政
官
に
水
産
博
覧
会
の
開
催
提
案
、
一
八
八
二
年
の
開
催
予

算
の
確
保(

大
蔵
省
案
の
予
算
削
減)

、
同
年
の
博
覧
会
事
務
体
制
の
整
備
と
事

務
所
の
設
置
、
そ
し
て
一
八
八
三
年
三
月
の
博
覧
会
開
催
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
開
催
決
定
後
の
府
県
の
対
応
は
様
々
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
こ
で
は
東

京
府
を
事
例
に
検
討
し
て
い
る
。
体
制
は
水
産
博
覧
会
委
員
三
名
、
実
務
の
中

心
と
な
っ
た
世
話
掛
六
名(

当
初
一
六
名
案
に
対
し
て
東
京
府
会
で
議
論
さ
れ
、

水
産
博
覧
会
無
用
論
も
出
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
予
算
が
大
幅
に
削
減
）
、

小
使
の
構
成
が
取
ら
れ
た
。
水
産
博
覧
会
へ
の
出
品
状
況
は
、
出
品
総
数
一
五
、

二
六
七
点
（
島
根
県
か
ら
二
二
七
点
の
出
品
、
以
下
カ
ッ
コ
内
同
じ
）
、
出
品

区
分
と
し
て
第
一
区
漁
業
六
、
一
〇
二
点
（
六
八
点
）
、
第
二
区
製
造
八
、
四

四
三
点
（
九
六
点
）
、
第
三
区
養
殖
二
二
〇
点
（
四
点
）
、
第
四
区
図
書
類
他

四
五
二
点
（
三
点
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
四
区
図
書
類
他
は
、
本
資
料
の｢

出
雲

石
見
魚
漁
図
解｣

に
関
係
す
る
分
野
で
「
各
地
か
ら
水
産
誌
・
図
説
が
出
品
さ
れ

て
お
り
、
漁
具
等
の
出
品
と
と
も
に
漁
業
関
連
の
編
纂
物
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
水
産
博
開
催
が､

そ
の
後
、
各
地
で
の
水
産
誌
編
纂
の
契
機
と
な
っ

た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
受
賞
し
た
出
品
物
は
、
優

良
で
は
あ
る
が
、
山
口
県
か
ら
出
品
さ
れ
た
遠
洋
漁
船
を
除
い
て
、
遠
洋
漁
業

へ
の
萌
芽
、
将
来
性
に
乏
し
い
と
い
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
と
も
あ
れ
水

産
博
覧
会
は
漁
業
の
産
業
技
術
の
現
状
と
最
新
技
術
の
紹
介
、
啓
蒙
す
る
場
と

い
っ
た
機
能
を
体
現
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
水
産
博
覧
会
の
効
果
ー

漁
業
振
興
と
勧
業
諸
会
ー
で
は
幹
事
の
田
中
芳
男
は
「
予
想
外
の
出
品
」
数
と

「
各
府
県
の
協
力
に
満
足
」
を
示
し
、
そ
し
て
水
産
博
覧
会
の
効
果
の
一
つ
が

各
府
県
・
民
間
レ
ベ
ル
で
勧
業
政
策
と
し
て
共
進
会
・
集
談
会
が
開
催
さ
れ
、

継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。

二
、
明
治
前
期
の
博
覧
会
「
出
品
物
」
と
「
福
岡
県
漁
業
誌
」

１
）

明
治
前
期
の
博
覧
会
の
出
品
物
「
水
産
図
解
」

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
）
に
開
催
さ
れ
た
が
、

水
産･

漁
業
は
第
五
区
「
農
業
の
部
」
の
一
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
博

覧
会
に
水
産
図
書
と
し
て
勧
農
・
博
物
の
二
局･

二
点
と
島
根
県
等
七
県
・
七
点

そ
れ
に
神
奈
川
県
か
ら
は
個
人
一
点
、
合
計
一
〇
点
が
出
品
さ
れ
た
（
表
１
参

照
）
。
こ
れ
ら
「
島
根
県
管
内
漁
具
類
集
図
」
を
は
じ
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
な
お
、
水
産
図
書
の
名
称
は
、
「
図
説
」
「
図
解
」
「(

集)

図
」

と
い
っ
た
用
語
が
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
漁
業(

漁
具
・
漁
法)

も

し
く
は
水
産(

漁
業
と
水
産
物)

に
関
し
て
図
示
と
解
説
を
行
っ
て
い
る
資
料
と

し
て
前
者
を｢

漁
業
図
解
」
、
後
者
を
「
水
産
図
解
」
の
用
語
に
統
一
し
た
い
。
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表
１

第2

回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
「
水
産
図
解
」

「
勧
業
博
覧
会
資
料
」
一
六
五
、
一
六
七
、
一
六
八
、
一
七
〇
、
一
七
三
（
『
明

治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）

第
一
回
水
産
博
覧
会
は
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
翌
々
年
に
開
催
さ
れ

た
が
、
第
四
区
「
水
産
図
書
」
類
に
は
勧
農
局
は
じ
め
、
三
〇
府
県
庁
と
二
村
、

三
個
人
、
一
会
社
か
ら
「
水
産
図
解
」
合
計
六
四
点
が
出
品
さ
れ
た
。
こ
の
う

ち
受
賞
は
、
三
等
賞
（
最
高
賞
）
が
二
点
（
個
人
一
点
、
鹿
児
島
県
一
点
）
、

四
等
賞
が
八
府
県
（
東
京
府
、
静
岡
県､

岐
阜
県
、
三
重
県
、
兵
庫
県
、
島
根
県
、

愛
媛
県
、
福
岡
県
）
・
八
点
、
褒
賞
は
九
点
、
そ
の
内
訳
は
六
県
（
根
室
県
、

札
幌
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
滋
賀
県
）
・
六
点
、
村
一
点
、
個

人
一
点
、
有
志
一
点
、
計
一
九
点
で
あ
っ
た
。*

7

以
下
は
「
水
産
博
覧
会
審
査

評
語
」
第
四
区
一
類
の
上
位
入
賞(

三
等
、
四
等)

と
講
評
を
掲
載
し
て
お
く
。

第
２
表

第
一
回
水
産
博
覧
会
三
等
賞
の
受
賞
者(

機
関)

と
「
水
産
図
解
」

『
水
産
博
覧
会
審
査
評
語
第
四
部
』
（
明
治
一
四
年
）

東
京
府
川
井(

個
人)

「
魚
類
写
生
図
漁
業
図
並
解
説
（
統
計
表
）
」
の
講
評

は
「
日
本
橋
ノ
魚
市
ニ
上
ル
各
種
ノ
魚
類
及
ヒ
之
ヲ
漁
ス
ル
ノ
状
況
悉
ク
其
真

ヲ
写
ス
」
と
。

鹿
児
島
県
勧
業
課
「
漁
撈
説
略
」
「
板
屋
蚶
録
」
「
麑
海
魚
譜
」
「
松
魚
殖

道
図
」
「
管
内
水
産
統
計
表
」
他
の
講
評
は
「
六
種
各
優
劣
ア
リ
ト
雖
ト
モ
漁

業
ノ
規
程
漁
撈
ノ
方
法
等
ヲ
編
纂
シ
テ
管
下
水
産
ノ
状
況
ヲ
示
シ
殊
ニ
魚
譜
ノ

如
キ
ハ
之
ヲ
刊
行
シ
テ
世
ニ
公
ニ
ス
用
意
ノ
厚
キ
洵
ニ
嘉
賞
ス
ヘ
シ
」
と
。
な

出品者 点数 出品名

1 勧農局 1 「養魚一覧図」

2 博物局 1 「漁猟図説」

3 群馬県 1 「人工養魚ノ方案」

4 石川県 1 「漁具図」

5 三重県 1 「図解漁具図採藻貝図」

6 島根県 1 「島根県管内漁具類集図」*6

7 高知県 1 「捕鯨場図」

8 福岡県 1 「福岡県漁業図解」

9 大分県 1 「漁具類集真写図」

10 神奈川県（個人） 1 「養魚場図」

鹿
児
島
県
勧
業
課

東
京
府
川
井
（
個
人
）

出
品
者

「
漁
撈
説
略
」
「
板
屋
蚶
録
」
「
麑
海
魚
譜
」
「
松
魚
殖
道
図
」

「
管
内
水
産
統
計
表
」
他

「
魚
類
写
生
図
」
「
漁
業
図
並
解
説
」
「
統
計
表
」

出
品
名
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お
、
鹿
児
島
県
勧
業
課
三
等
属
・
白
野
夏
雲
は
こ
の
功
労
者
と
し
て
三
等
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

第
３
表

第
一
回
水
産
博
覧
会
四
等
賞
の
受
賞
府
県
と
作
品

同
上

東
京
府
勧
業
課
「
捕
魚
採
藻
図
録
」
他
の
講
評
は
、
「
捕
魚
採
藻
ニ
関
ス
ル

事
項
ヲ
調
査
シ
図
説
一
篇
ヲ
作
テ
能
ク
其
要
ヲ
悉
ス
殊
ニ
統
計
表
ヲ
以
テ
府
下

水
産
物
ノ
商
況
ヲ
明
ニ
ス
ル
等
用
意
懇
到
ナ
リ
頗
ル
嘉
賞
ス
ヘ
シ
」
と
。
な
お
、

東
京
府
勧
業
課
八
等
属
・
柳
原
秀
澄
は
功
労
者
と
し
て
褒
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

静
岡
県
勧
業
課
「
水
産
物
写
生
図
」
他
の
講
評
は
、
「
写
生
ノ
図
管
内
ノ
所

産
ヲ
網
羅
シ
テ
能
ク
其
名
名
称
形
状
ヲ
正
シ
且
ツ
一
覧
表
ヲ
以
テ
漁
況
ノ
要
領

ヲ
示
ス
共
ニ
其
宜
キ
ニ
適
フ
注
意
ノ
厚
キ
頗
ル
嘉
賞
ス
ヘ
シ
」
と
。

岐
阜
県
勧
業
課
「
漁
業
図
」
他
の
講
評
は
、
「
三
図
各
解
説
ヲ
付
シ
テ
能
く

事
実
ヲ
詳
ニ
ス
統
計
表
ノ
如
キ
ハ
作
為
未
タ
宜
キ
ニ
適
セ
ス
ト
雖
ト
モ
彼
此
須

テ
濃
飛
二
国
ノ
漁
況
ヲ
示
ス
ニ
足
ル
用
意
ノ
周
到
ナ
ル
頗
ル
嘉
賞
ス
ヘ
シ
」
と
。

三
重
県
勧
業
課
「
三
重
県
水
産
図
解
並
図
書
」
他
の
講
評
は
「
記
事
懇
到
ニ

シ
テ
図
書
亦
其
実
ヲ
得
タ
リ
統
計
表
ノ
如
キ
ハ
作
為
未
タ
完
全
ナ
ラ
ス
ト
雖
ト

モ
管
下
ノ
漁
況
網
羅
シ
テ
余
蘊
ナ
シ
用
意
ノ
厚
キ
頗
ル
嘉
賞
ス
ヘ
シ
」
と
。

兵
庫
県
勧
業
課
「
漁
業
図
解
」
他
の
講
評
は
、
「
河
海
捕
漁
ノ
方
法
ヲ
調
査

シ
作
ル
所
ノ
図
解
其
実
ヲ
失
ハ
ス
殊
ニ
統
計
表
ノ
如
キ
ハ
往
々
細
瑕
ナ
キ
ニ
ア

ラ
ス
ト
雖
ト
モ
亦
以
テ
参
考
ノ
資
ト
ナ
ス
ニ
足
ル
用
意
ノ
懇
到
ナ
ル
頗
ル
嘉
賞

ス
ヘ
シ
」
と
。

島
根
県
勧
業
課
「
水
産
要
録
、
漁
具
図
解
」
の
講
評
は
、
「
管
下
漁
業
ニ
関

ス
ル
諸
般
ノ
事
項
ヲ
調
整
シ
以
テ
之
ヲ
図
書
ニ
上
セ
能
ク
其
要
尽
ス
用
意
ノ
厚

キ
頗
ル
嘉
賞
ス
ヘ
シ
」
と
。

愛
媛
県
勧
業
課
「
漁
業
実
況
図
、
漁
具
図
」
他
の
講
評
は
、
「
管
内
沿
海
ノ

形
状
ヲ
描
キ
漁
況
ヲ
指
示
ス
ル
能
ク
要
領
ヲ
得
タ
リ
漁
具
及
塩
田
ノ
図
亦
其
詳

細
ヲ
尽
ス
用
意
ノ
厚
キ
頗
ル
嘉
賞
ス
ヘ
シ
」
と
。

福
岡
県
勧
業
課
「
漁
業
誌
」
の
講
評
は
、
「
調
査
周
密
ニ
シ
テ
記
事
明
瞭
ナ

リ
之
ニ
副
ル
ニ
魚
介
ノ
図
竝
ニ
漁
具
ノ
雛
形
等
ヲ
以
テ
ス
用
意
懇
到
ナ
ル
頗
ル

嘉
賞
ス
ヘ
シ
」
と
。
ち
な
み
に
福
岡
県
勧
業
課
六
等
属
・
田
中
慶
介
は
功
労
者

福
岡
県
勧
業
課

愛
媛
県
勧
業
課

島
根
県
勧
業
課

兵
庫
県
勧
業
課

三
重
県
勧
業
課

岐
阜
県
勧
業
課

静
岡
県
勧
業
課

東
京
府
勧
業
課

出
品
者

「
漁
業
誌
」

「
漁
業
実
況
図
」
「
漁
具
図
」
「
塩
田
図
」

「
水
産
要
録
」
「
漁
具
図
解
」

「
漁
業
図
解
」
「
水
産
統
計
表
各
種
」

「
三
重
県
水
産
図
解
並
図
書
」
「
管
内
水
産
統
計
表
」

「
諸
川
形
状
図
」
「
魚
介
図
」
「
漁
業
図
」
「
統
計

表
」

「
水
産
物
写
生
図
」
「
漁
業
及
産
額
概
算
一
覧
表
」

「
捕
魚
採
藻
図
録
」
「
水
産
物
売
買
統
計
表
」

出
品
物
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と
し
て
四
等
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

２
）
「
福
岡
県
漁
業
誌
」

福
岡
県
は
、
「
福
岡
県
漁
業
誌
附
図
」
（
福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
蔵
）
を

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
一
八
八
一
年
、
出
品
目
録
で
は
「
福
岡
県
漁
業
図

解
」
）
に
出
品
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
八
八
三
年
開
催
の
水
産
博
覧
会
の
準

備
に
着
手
し
、
係
官
を
福
岡
県
下
の
漁
村
に
派
遣
し
、
調
査
・
資
料
収
集
を
行

わ
せ
た
。
そ
の
と
き
の
責
任
者
（
編
者
）
と
し
て
福
岡
県
勧
業
課
六
等
属
・
田

中
慶
介
が
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
田
中
が
作
成
し
た
「
福
岡
県
漁
業
誌
」
は
第

一
回
水
産
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
島
根
県
か
ら
の
出
品
物
と
同
じ
四
等
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。
現
在
、
同
資
料
は
、
西
日
本
文
化
協
会
編
『
福
岡
県
史

近
代

史
料
編

農
務
誌
・
漁
業
誌
、
附
録

絵
馬
』
（
福
岡
県
、
一
九
八
二
年
）
に

福
岡
県
文
化
会
館
所
蔵
本
を
原
本
と
し
て
復
刻･
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。*

8

本
「
魚

漁
図
解
」
の
理
解
の
一
助
と
し
て
参
考
ま
で
に
同
書
の
編
集
方
針
と
そ
の
内
容

を
概
観
し
て
お
く
。

同
書
の
緒
言
に
よ
る
と
、
「
明
治
十
一
年
、
管
下
沿
海
漁
村
父
老
ノ
慣
法
ニ

資
シ
、
漁
業
誌
編
成
ニ
着
手
シ
（
中
略
）
同
年
十
二
月
稿
ヲ
竣
ル
」
と
あ
る
。

凡
例
で
は
「
一

本
書
ハ
福
岡
県
沿
海
島
嶼
漁
法
ノ
梗
概
ヲ
編
述
ス
」
「
一

本

書
ハ
明
治
十
一
年
、
筑
前
・
筑
後
・
豊
前
著
名
ノ
漁
村
ヲ
巡
歴
シ
、
惣
テ
釣
翁

・
漁
夫
ノ
口
辞
ニ
資
リ
テ
編
述
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
「
一

本
書
ハ
編
者
回
覧
ノ

順
次
ニ
随
ヒ
、
之
ヲ
採
録
ス
。
故
ニ
、
同
業
同
類
ノ
モ
ノ
ハ
概
ネ
筑
前
国
ノ
部

ニ
編
入
シ
テ
他
ハ
略
ス
」
「
一

本
書
中
、
挿
入
ス
ル
略
図
は
総
テ
実
際
ノ
漁

魚
景
状
現
具
ノ
模
写
ニ
係
ル
」
「
一

漁
具
製
造
法
ハ
総
テ
挿
図
ニ
付
キ
細
説

ス
。
但
、
製
造
法
同
フ
シ
テ
、
唯
大
小
ノ
差
ア
ル
モ
ノ
ハ
図
ヲ
示
サ
ズ
」
「
一

本
書
中
、
漁
獲
ス
ル
魚
類
・
貝
族
ヲ
蒐
集
シ
、
本
書
ノ
付
録
ト
ス
」
と
し
て
い

る
。

同
資
料
は
全
五
冊
か
ら
な
り
、
第
一
～
四
は
地
域
編
で
、
そ
の
う
ち
第
一
、

二
は
筑
前
海
域
を
対
象
と
し
、
第
一
は
釣
・
縄
と
漬
・
鉾
、
潜
水
の
各
種
漁
業

を
、
第
二
は
各
種
網
漁
業
と
漁
船
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
三
は
豊
前
海
域
に

お
け
る
特
徴
的
な
網
と
釣･

縄
の
各
種
漁
業
な
ら
び
に
漁
船
を
、
第
四
は
筑
後
の

河
海
域
に
お
け
る
特
徴
的
な
網
、
釣
・
縄
、
採
貝
藻
の
各
種
漁
業
と
漁
船
を
、

第
五
は
附
録
と
し
て
魚
貝
類
の
解
説
な
ら
び
に
図
譜
（
彩
色
な
し
）
を
収
録
し

て
い
る
。
各
漁
業
に
つ
い
て
は
漁
期
、
漁
場
、
漁
具･

漁
法
、
漁
況
等
の
項
目
が

挙
が
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
付
表
「
福
岡
県
漁
業
誌
」
漁
業
一
覧
（
第
一
篇

筑
前
国
）
を
巻
末
に
挙
げ
て
お
く
。

三
、
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
「
因
伯
魚
漁
図
解
」
と

「
島
根
県
下
漁
具
図
説
」

は
じ
め
に
で
も
触
れ
た
が
、
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
と
「
因
伯
魚
漁
図
解
」

の
作
成
の
経
緯
等
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

結
論
を
さ
き
に
述
べ
る
と
、
両
者
は
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ

た
「
島
根
県
管
内
漁
具
類
集
図
」
の
写
し
、
「
島
根
県
下

漁
具
図
説
」
（
東

京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
と
同
一
の
内
容
構
成
（
漁
業
図
、
「
器
名
」
「
器
具
ノ

製
」
「
使
用
法
」
「
地
名
及
地
形
」
「
季
節
」
「
漁
獲
名
称
」
）
で
あ
り
、
前

者
は
、
と
く
に
全
体
に
渡
っ
て
朱
書
・
後
筆
の
訂
正
箇
所
が
各
所
で
見
ら
れ
る

点
等
か
ら
後
者
の
正
本
「
島
根
県
管
内
漁
具
類
集
図
」
の
草
稿
本
と
推
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
後
者
は
作
成
当
時(

一
八
八
一
年
三
月
）
、
島
根
県
域
が
鳥
取
側
を

含
ん
で
い
た
た
め
因
幡
と
伯
耆
も
対
象
と
な
り
、
島
根
、
鳥
取
が
区
分
無
く
一

緒
に
編
集
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
と
「
因
伯
魚
漁

図
解
」
は
島
根
側
と
鳥
取
側
を
そ
れ
ぞ
れ
編
集
内
容
と
し
て
い
る
。
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「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
全
四
巻
で
は
収
録
さ
れ
た
漁
業
が
図
解
一
〇
五
点

（
延
べ
一
〇
六
点
）
で
あ
っ
た
（
詳
細
は
巻
末
、
付
表

出
雲
石
見
１
～
４
の

参
照
の
こ
と
）
。
各
巻
で
は
巻
一
は
図
二
七
点
、
解
二
六
点
（
図1

.

「
大
敷
浮

物
之
図
」
欠
）
、
巻
二
は
図
解
と
も
に
二
五
点
（
一
致
）
、
巻
三
は
図
二
三
点

（
解

1
3

.

「
釣
・
庭
縄
」
欠
）
、
解
二
四
点
、
巻
四
は
図
解
と
も
三
〇
点
（
一

致
）
が
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
漁
具
使
用
の
水
域
で
は
海
面
が
六
四
点
、

う
ち
網
漁
業
二
四
点
、
釣
雑
漁
業
四
〇
点
、
内
水
面
（
河
川
・
神
西
湖
）
二
五

点
、
宍
道
湖
九
点
，
中
海
八
点
で
あ
っ
た
。
巻
別
で
は
巻
一
が
図
二
七
点､

う
ち

海
面
使
用
の
網
二
二
点
、
中
海
五
点
、
巻
二
が
図
二
五
点､

う
ち
河
川
一
七
点
、

宍
道
湖
七
点
、
中
海
一
点
、
巻
三
が
解
二
四
点､

う
ち
海
面
の
釣
二
一
点
、
河
川

一
点
、
宍
道
湖
一
点
、
中
海
一
点
、
巻
四
が
図
解
三
〇
点
、
う
ち
海
面
の
雑
漁

具
一
九
点
、
河
川
九
点
、
宍
道
湖
一
点
、
中
海
一
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
巻
一
は
海
面
使
用
の
網
漁
業
が
、
巻
二
は
河
川
と
宍
道
湖
の
漁
業
が
、
巻
三

は
海
面
の
釣
漁
業
が
、
巻
四
は
海
面
の
雑
漁
具
が
、
そ
れ
ぞ
れ
中
心
に
構
成
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
収
録
さ
れ
た
漁
業
は
必
ず
し
も
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て
お

ら
ず
、
同
じ
系
統
の
漁
業
も
複
数
ヶ
所
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。*

9

一
方
、
「
因
伯
魚
漁
図
解
」
上
下
巻
（
巻
末
付
表
－
因
伯
１
，
２
参
照
）
は
、

二
冊
全
体
で
後
筆
修
正
さ
れ
た
箇
所
が
二
つ
の
み
で
、
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」

よ
り
草
稿
の
完
成
度
が
は
る
か
に
高
か
っ
た
。
収
録
さ
れ
た
漁
業
は
全
体
で
五

八
点
、
う
ち
上
は
二
五
点
で
海
面
の
網
漁
業
を
中
心
に
、
下
は
三
三
点
で
釣
縄

・
雑
漁
業
と
内
水
面
漁
業
を
そ
れ
ぞ
れ
収
録
し
て
い
る
。

他
方
、
「
島
根
県
下
漁
具
図
説
」(

巻
末
付
表
漁
具
図
説
一
覧)

は
鳥
取
側
を

含
む
島
根
県
域
を
対
象
と
し
、
全
体
で
図
一
七
二
点
、
解
一
六
八
点
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
地
域
別
で
は
図
一
七
二
点
の
う
ち
島
根
側
一
一
二
点
、
鳥
取
側
六

〇
点
、
解
一
六
八
点
の
う
ち
島
根
側
一
一
〇
点
、
鳥
取
側
五
八
点
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
内
容
は
、
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
一
〇
六
点
（
延
べ
）
の
う
ち
「
同

図
解
二
」
の1
6

「
瀬
張
網
」
の
解
が
「
島
根
県
下
漁
具
図
説
」
で
は
欠
け
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
島
根
県
下
漁
具
図
説
」
の
図9

0

「
釣
・
縄
庭
」
と
冒
頭

の1

－6

「
大
敷
網
」
図
解
六
点
が
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
一
で
は
欠
け
て
い

る
。
こ
れ
は
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
一
」
の
冒
頭
部
分
が
何
ら
か
の
理
由
で
欠

落
し
、
そ
の
た
め｢

島
根
県
下
漁
具
図
説
」
の
図
解

7

「
大
敷
浮
物
之
図
」(

大

敷
網
の
一
部
）
が
最
初
に
所
収
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
島
根
県
下

漁
具
図
説
」
で
は
鳥
取
側
は
解
が
同
じ
五
八
点
で
あ
る
が
、
図
が
六
〇
点
と
、

「
因
伯
魚
漁
図
解
」
上
下
巻
よ
り
二
点
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
図1

4
7

「
松
魚
網
」
、
図1

4
8

「
松
魚
撈
網
」
が
重
複
し
て
収
録
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
因
伯
魚
漁
図
解
」
は
「
島
根
県
下
漁
具
図
説
（
鳥
取
側
）
」

と
比
較
し
て
も
完
成
度
が
高
い
と
言
え
る
。

四
、
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
時
代
の
島
根
県
漁
業

つ
ぎ
に
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
が
描
か
れ
た
当
時
の
島
根
県
漁
業
を
位
置

づ
け
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
「
漁
業
採
藻
税
額
表
」
（
一
八

七
九
年
六
月
）*

10

か
ら
当
時
の
島
根
県
の
課
税
対
象
の
漁
具
を
挙
げ
て
お
く
。

同
税
額
表
で
は
海
漁
と
川
漁
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
海
漁
は
曳
網
類
、
繰
網
類
、

建
網
類
、
旋
網
類
、
敷
網
、
抄
網
、
雑
漁
の
七
つ
に
区
分
で
き
る
。
そ
の
う
ち
、

曳
網
類
が
大
網
二
円
、
中
網
一
円
五
〇
銭
、
小
網
一
円
、
繰
網
類
が
大
網
一
円
、

中
網
七
〇
銭
、
小
網
三
〇
銭
、
建
網
が
大
敷
網
漁
二
円
、
旋
網
類
が
鯖
網
二
円
、

鱰
網
一
円
、
敷
網
が
四
ツ
張
網
（
焼
入
網
）
一
円
、
抄
網
が
六
艘
網
七
〇
銭
、

雑
漁
が
釣
漁
二
〇
銭
、
貝
採
一
〇
銭
、
海
草
採
一
〇
銭
で
あ
っ
た
。
一
方
、
川

漁
は
、
建
網
類
、
抄
網
類
、
繰
網
類
、
建
網
類
、
刺
網
類
、
敷
網
類
、
特
殊
（
簗

魞
）
、
雑
漁
の
八
つ
に
区
分
で
き
る
。
そ
の
う
ち
建
網
類
が
越
中
網
漁
三
円
、

芝
手
網
漁
一
円
、
抄
網
類
が
六
艘
網
七
〇
銭
、
繰
網
類
が
手
繰
網
五
〇
銭
、
建
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網
類
が
鱸
引
網
五
〇
銭
、
張
待
網
四
〇
銭
、
刺
網
類
が
浮
網
三
〇
銭
、
魚
川
（
魚

偏
に
川
）
網
三
〇
銭
、
柄
持
網
三
〇
銭
、
敷
網
類
が
四
ツ
手
網
二
〇
銭
、
漁
竃

三
〇
銭
、
特
殊
漁
業
（
簗
魞
）
が
簗
漁
五
〇
銭
、
多
葉
付
漁
一
〇
銭
、
雑
漁
が

鵜
飼
一
〇
銭
、
貝
採
一
〇
銭
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
に
挙
が
っ
た
課
税
対
象

の
漁
業
と
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
「
因
伯
魚
漁
図
解
」
に
収
録
さ
れ
た
漁
業

の
名
称
が
一
致
し
て
い
な
い
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
両
「
魚
漁
図
解
」

で
は
各
地
で
多
種
多
様
に
展
開
し
て
い
た
漁
業
の
呼
称
を
収
録
し
た
の
に
対
し

て
漁
業
採
藻
税
で
は
大
き
な
括
り
で
全
国
共
通
で
漁
業
を
統
一
的
に
把
握
し
た

府
県
行
政
と
の
間
で
生
じ
た
ズ
レ
と
言
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
『
島
根
県
勧
業
年
報
第
三
回
』(

勧
業
課
、
明
治
一
三
年
）
か
ら
水
産

統
計
を
確
認
し
て
お
く
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
水
産

本
年
ノ
（
主
）
産
額
ハ

ス
ル
メ
八
二
三
三
三
円
、
ホ
シ
ア
ワ
ビ
一
四
九
一
円
、
サ
バ
七
八
二
八
円
、
ブ

リ
三
九
二
二
円
、
海
藻
類
四
八
二
六
円

（
中
略
）

販
路
ハ
専
ラ
大
坂
、
馬

関
、
長
崎
、
小
浜
等
ニ
シ
テ
管
内
各
所
ノ
需
用
亦
タ
多
シ(

中
略)

漁
獲
ノ
方
法

ハ
地
ニ
因
リ
異
同
ア
リ
器
具
亦
タ
一
様
ナ
ラ
ス
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
島
根
県
勧

業
課
が
把
握
し
た
島
根
側
の
主
要
な
漁
業
の
「
漁
猟
場
借
区
表
」*

11

で
は
、
大

敷
網
漁
五
九
ヶ
町
村
浦
・
一
二
〇
ヶ
所
（
合
計
使
用
海
域
面
積
一
三
七
〇
町
、

以
下
同
じ
）
、
鰯
網
漁
六
四
ヶ
町
村
浦
・
一
六
一
ヶ
所
（
合
計
一
八
八
八
町
）
、

鰤
魬
鰍
網
五
ヶ
村
浦
・
四
四
ヶ
所
（
合
計
二
三
町
）
、
宍
道
湖
の
芝
手
網
・
越

中
網
一
四
ヶ
町
村
・
一
五
ヶ
所
（
合
計
三
八
町
）
、
中
海
の
赤
貝
活
か
し
場
二

二
ヶ
村
・
二
九
ヶ
所
（
合
計
一
三
〇
八
町
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
『
明
治
一
七
年
島
根
県
統
計
書
』(

島
根
県
第
一
部
、
明
治
一
九
年
）

で
は
、
漁
浦
数
一
七
一
浦
（
外
海
一
四
八
、
中
海
一
五
、
湖
川
八
）
、
漁
戸
数

一
万
五
八
〇
戸
（
外
海
九
四
九
四
、
中
海
八
七
六
、
湖
川
二
一
〇
）
と
漁
人
総

数
二
八
一
三
九
人
、
う
ち
専
業
男
子
八
三
六
〇
人
で
あ
っ
た
。*

12

一
ま
た
、

漁
船
数
九
一
〇
三
隻
、
水
産
物
生
産
高
九
二
万
貫
～
九
八
万
貫
で
、
戸
数
、
人

数
、
生
産
高
共
に
一
八
八
〇
年
か
ら
一
八
八
四
年
に
か
け
て
増
加
傾
向
を
示
し

て
い
た
。
し
か
し
、
「
第
一
回

興
業
意
見

明
治
一
七
年
」*

1
3

で
は
「
第
十

水
産
物
ヲ
拡
張
ス
ル
事

水
産
ハ
管
内
屈
指
ノ
物
産
ニ
テ
今
明
治
十
五
年
中
ニ

獲
ル
所
ノ
代
金
ヲ
挙
ク
レ
ハ
無
慮
八
十
余
万
円
ニ
上
ル
是
ヲ
以
テ
充
分
拡
張
ス

ヘ
キ
見
込
ア
リ
ト
雖
モ
未
タ
適
良
ノ
方
法
ヲ
得
ス
」
と
し
て
い
る
。

当
時
の
日
本
漁
業
の
現
状
と
こ
れ
ら
の
点
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
時
期
の
島

根
県
漁
業
は
在
来
の
漁
業
技
術
を
継
承
し
、
漁
業
生
産
の
発
展
に
は
限
界
が
見

ら
れ
た
が
、
漁
業
戸
数
、
漁
業
者
数
、
生
産
高
は
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
点

が
特
徴
で
あ
る
。

五
、
む
す
び
に
か
え
て

「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
と
「
因
伯
魚
漁
図
解
」
は
、
制
作
の
意
図
や
制
作

者
、
制
作
年
な
ど
の
基
本
的
な
情
報
が
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
構

成･

内
容
等
か
ら
判
断
し
て
こ
れ
ら
は
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
島
根
県
か

ら
出
品
さ
れ
た
「
島
根
県
管
内
漁
具
類
集
図
」
の
草
稿
本
と
見
な
し
た
。
そ
の

後
、
島
根
県
勧
業
課
は
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
翌
々
年
に
開
催
さ
れ
た
第

一
回
水
産
博
覧
会
に
「
水
産
要
録
」
「
漁
具
図
解
」
他
を
出
品
し
、
こ
の
二
点

は
四
等
賞
を
受
賞
す
る
と
い
っ
た
出
来
映
え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に

収
録
さ
れ
た
島
根
、
鳥
取
の
漁
業
は
近
代
化
前
の
漁
業
技
術
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ

た
。
そ
の
点
で
は
本
資
料
は
近
代
化
前
の
同
漁
業
を
概
観
で
き
る
貴
重
な
資
料

と
言
え
る
。

そ
の
後
、
島
根
県
は
博
覧
会
の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
活
発
に
水
産

改
良
に
取
り
組
ん
で
行
っ
た
様
子
が
つ
ぎ
の
資
料
か
ら
窺
え
る
。

第
一
回
水
産
博
覧
会
の
審
査
員
で
あ
っ
た
河
原
田
盛
美
（
大
日
本
水
産
会
学

芸
委
員
）*

14

は
、
明
治
二
〇
年
五
月
一
〇
日
に
東
京
を
出
発
し
て
島
根
県(

出

雲
、
隠
岐
、
石
見
）
と
石
川
県
（
加
賀
、
能
登
）
の
沿
海
を
一
五
〇
余
日
の
行
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程
で
巡
回
し
、
そ
の
時
の
島
根
県
漁
業
の
概
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い

る
。「

島
根
県
下
ハ
地
形
適
好
漁
業
モ
幾
分
カ
他
ノ
府
県
ニ
優
レ
リ
且
ツ
近
時
県

庁
ノ
奨
励
甚
タ
厚
ク
民
間
ノ
有
志
亦
改
良
振
興
ニ
熱
心
シ
已
ニ
遠
く
千
葉
県
下

ヨ
リ
八
手
網
ヲ
移
シ
、
山
口
県
下
ヨ
リ
漁
船
其
他
各
種
ノ
漁
具
ヲ
移
サ
ン
ト
ス

ル
カ
如
キ
漁
業
ノ
改
良
ハ
勿
論
尚
ホ
大
ニ
其
製
造
ヲ
改
良
シ
、
販
路
ヲ
開
通
シ

繁
殖
ヲ
図
ル
等
ノ
挙
ア
ル
ヲ
以
テ
数
年
ヲ
出
テ
ス
シ
テ
水
産
有
名
ノ
地
方
ト
ナ

ル
ヘ
キ
ハ
疑
ヲ
容
レ
サ
ル
所
ナ
リ(

中
略)

而
シ
テ
此
鰮
漁
ハ
地
曳
網
及
ヒ
大

敷
網
（
一
名
台
網
）
ニ
テ
捕
獲
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
近
来
各
地
共
ニ
不
漁
ナ
リ
ト

云
ヘ
リ
、
余
其
原
因
ヲ
探
究
ス
ル
ニ
蓋
シ
天
為
ト
人
為
ト
ニ
出
タ
ル
モ
ノ
ノ
如

シ､

其
天
為
ニ
出
タ
ル
モ
ノ
ト
ハ
地
勢
即
チ
漁
場
ノ
変
更
ト
海
水
即
チ
潮
流
ノ

変
更
ト
ノ
二
者
ニ
原
因
シ
、
人
為
ニ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ト
ハ
魚
付
森
林
ノ
濫
伐
、

海
藻
ノ
濫
採
、
魚
餌
ノ
捕
獲
及
ヒ
魚
苗
ノ
濫
捕
ノ
四
者
ニ
原
因
セ
シ
ヲ
云
フ
ナ

リ(

中
略)

此
不
漁
タ
ル
鰮
魚
ノ
海
上
ヲ
游
流
セ
サ
ル
ニ
ア
ラ
ス
唯
タ
地
曳
網
及

台
網
ニ
テ
捕
獲
シ
能
ハ
サ
ル
ノ
ミ
故
ニ
本
年
石
見
国
ニ
テ
ハ
八
手
網
ヲ
新
設
シ

テ
其
捕
獲
ヲ
計
リ(

中
略)

此
八
手
網
ノ
如
キ
沖
捕
網
ヲ
用
ユ
ル
ト
キ
ハ
一
時
ハ

捕
獲
ヲ
ミ
ル(

後
略)

」
と
。*

15

こ
の
河
原
田
の
島
根
県
巡
回
は
島
根
県
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
す
な

わ
ち
、
同
年
九
月
に
邇
摩･

安
濃
両
郡
私
立
第
二
回
水
産
共
進
会
の
開
催
を
促

し
、
島
根
県
七
郡
か
ら
の
出
品
（
水
産
物
）
は
「
品
位
に
お
い
て
第
一
回
共
進

会
に
比
す
れ
ば
著
し
く
進
歩
を
現
せ
り
」
と
な
り
、
そ
し
て
翌
一
〇
月
に
両
郡

ス
ル
メ
製
造
同
業
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。*

16

な
お
、
こ
の
行
程
中
に
邇
摩
郡

宅
野
村
で
河
原
田
は
「
島
根
県
下
鯣
帖
」(

一
八
八
七
年
七
月
）
を
自
製
し
て
い

る
。*

17

さ
ら
に
翌
一
八
八
八
二
年
四
月
に
は
隠
岐
の
漁
業
関
係
者
が
中
心
と
な

っ
て
周
吉
郡
西
郷
町
で
開
催
し
た
隠
岐
国
私
立
水
産
共
進
会
に
河
原
田
を
審
査

官
と
し
て
招
聘
し
、
島
根
県
下
か
ら
一
二
四
七
点
が
出
品
さ
れ
た
。
そ
の
内
容

は
「
今
回
ノ
出
品
ハ
、
昨
年
小
官
ガ
製
造
教
示
ノ
為
メ
巡
回
セ
シ
時
ニ
比
ス
レ

ハ
改
良
品
少
カ
ラ
ス
。
亦
創
製
品
モ
数
多
之
あ
り
。
著
シ
キ
進
歩
ヲ
顕
シ
タ
リ
。
」

*
18

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

*
1

鳥
取
県
関
係
の
資
料
は
一
八
九
〇
年
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ

れ
た
「
鳥
取
県
漁
具
図
説
」(

東
京
海
洋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
と
「
農
商
務

属

河
原
田
盛
美
水
産
講
話
筆
記
」
（
明
治
二
一
年
、
鳥
取
県
農
商
課
、
東
京

海
洋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
他
）
の
二
点
が
展
示
さ
れ
た
。

*
2

内
題
は
「
出
雲
石
見
魚
漁
図
解
」
一
、
二
、
三
、
四
、
「
因
幡
伯
耆
魚
漁
図

解
」
上
、
下
と
記
さ
れ
て
い
る
。

*
3

三
保
忠
夫
「
『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
（
一
）
」
（
『
山
陰
地

域
研
究
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

*
4

農
商
務
省
水
産
局
編
纂
『
日
本
水
産
捕
採
誌
』
『
日
本
水
産
製
品
誌
』
（
明

治
四
二
年
刊
）
の
復
刻
版
の
田
辺
悟
「
解
説
」
（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
三
年
、

九
頁
）
に
は
「
明
治
十
年
代
の
漁
業
社
会
は
不
漁
に
あ
え
い
で
い
た
。
た
と
え

ば
、
神
奈
川
県
三
浦
三
崎
に
お
け
る
明
治
十
六
～
七
年
こ
ろ
の
戸
長
役
場
書
類

に
は
、
『
明
治
十
一
年
以
来
の
深
刻
な
不
漁
の
原
因
を
・
・
・
魚
の
餌
と
な
る

稚
魚
を
乱
獲
し
た
り
、
魚
群
を
追
い
散
ら
し
た
り
す
る
害
を
あ
げ
、
そ
れ
等
を

＜
苛
酷
漁
具
＞
と
よ
ん
で
大
き
く
取
り
あ
げ
、
そ
の
取
締
り
を
県
へ
度
々
陳
情

し
た
』
」
（
内
海
延
吉
編
著
『
沿
岸
漁
業
九
十
年
誌
』
三
崎
沿
岸
漁
業
協
同
組

合
連
合
会､

一
九
六
一
年
、
四
一
頁
）
と
し
て
い
る
。

*
5

杉
本

隆
成
、
黒
田

一
紀
、
坪
井

守
夫
「
資
源
変
動
の
歴
史
的
変
遷
－
古
文

書
と
堆
積
物
コ
ア
ー
に
基
く
海
洋
環
境
と
生
物
生
産
の
推
定
－
」
（
『
海
洋
』

四
二
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）

*
6

「
島
根
県
管
内
漁
具
類
集
図
」
は
第
五
区
第
四
類
に
、
「
島
根
県
管
内
農
具
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類
集
図
」
は
第
五
区
第
九
類
に
そ
れ
ぞ
れ
出
品
さ
れ
た
。

*
7

井
上
善
博
「
明
治
の
博
覧
会
と
水
産
誌
編
纂
事
業
」
（
『
明
治
時
代
の
水
産

絵
図

明
治
の
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
水
産
業
の
絵
図
』
大
田
区
立
郷
土
博
物

館
、
一
九
九
五
年
）

*
8

三
重
県
が
第
一
回
水
産
博
覧
会
に
出
品
（
四
等
賞
受
賞
）
し
た
「
三
重
県
水

産
図
解
」
は
東
海
水
産
科
学
協
会
・
海
の
博
物
館
編
『
合
冊

三
重
県
水
産
図

解
』
（
一
九
八
四
年
刊
行
）
と
し
て
復
刻
・
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
構
成
は
全
五

巻
五
冊
で
、
一
巻
七
魚
種
、
二
巻
一
一
魚
種
、
三
巻
五
魚
種
他
、
四
巻
五
魚
種
、

五
巻
一
〇
魚
種
と
そ
の
漁
法
を
図
解
し
、
併
せ
て
「
漁
村
維
持
法
」
を
収
録
し

て
い
る
。

*
9

井
上
善
博
「
前
掲
論
文
」
で
は
「
島
根
県
下
漁
具
図
説
」
は
体
系
的
に
は
編

纂
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

*
1

0

『
新
修
島
根
県
史

史
料
篇
（
近
代
上
）
』
（
島
根
県
、
一
九
六
六
年
）
三

四
五
頁
。

*
1

1

主
要
漁
場
を
「
郡
別
、
漁
猟
名
、
借
区
村
浦
数
、
箇
所
、
借
区
反
別
」
に
把

握
し
た
島
根
県
独
自
の
漁
政
。
島
根
県
「
漁
業
場
区
」
（
漁
業
権
台
帳
）
六
一

冊
現
存
（
明
治
六
年
～
三
六
年
）
、
二
野
瓶
徳
夫
『
明
治
漁
業
開
拓
史
』(

平
凡

社
、
一
九
八
一
年
）
は
「
明
治
九
年
島
根
県
に
お
い
て
は
、
漁
業
権
台
帳
と
も

い
う
べ
き
帳
簿
を
作
成
・
・
・
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
・
・
・
領
主
側
の
台
帳

に
登
録
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
す
っ
き
り
し
た
把
握
形
態
は
な
か
っ
た
。
な
ん

で
も
な
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
は
画
期
的
」
（
二
七
二
頁
）

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

*
1

2

ち
な
み
に
島
根
県
の
総
人
口
六
七
万
六
六
八
五
人
、
総
戸
数
一
五
万
一
〇
九

三
戸
、
農
業
者
数
四
七
万
一
一
三
〇
人
、
農
家
戸
数
一
一
万
一
三
九
四
戸
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
島
根
県
「
殖
産
計
画
」
（
一
八
九
四
年
二
月
策
定
）
の
県
の
現

状
で
は
人
口
が
七
〇
万
八
七
二
二
人
、
う
ち
農
業
四
二
万
一
四
〇
三
人
、
水
産

三
万
四
三
三
七
人
、
戸
数
が
県
全
体
で
一
四
万
七
二
二
五
戸
、
農
業
一
一
万
一

八
八
四
戸
、
水
産
一
万
六
一
五
〇
戸
、
産
額
で
は
米
六
三
四
万
二
四
〇
二
円
、

水
産
八
五
万
五
四
七
三
円
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
人
口
、
戸
数
、
産
額
に
お
い

て
漁
業
の
占
め
る
地
位
は
農
業
の
一
割
程
度
で
あ
っ
た
。

*
1

3

『
新
修
島
根
県
史

史
料
編(

近
代
中)

』
（
島
根
県
、
一
九
六
六
年
）
四
六

三
頁
。

*
1

4

こ
の
時
期
の
河
原
田
は
、
一
八
八
三
年
三
月
に
農
商
務
省
御
用
掛
兼
務
・
水

産
博
覧
会
審
査
官
（
同
年
五
月
「
差
官
」
）
、
一
八
八
四
年
四
月
に
大
日
本
水

産
会
学
芸
委
員
、
一
八
八
五
年
八
月
か
ら
農
商
務
省
御
用
掛
・
水
産
局
勤
務
を

歴
任
し
て
い
る
（
池
田
哲
夫
「
水
産
翁

河
原
田
盛
美
に
つ
い
て
」(

『
民
具
マ

ン
ス
リ
ー
』
第
二
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
四
月
）
。

*
1

5

「
山
陰
北
陸
両
道
水
産
ノ
実
況
」
（
『
大
日
本
水
産
会
報
告
』
第
六
九
号
、

明
治
二
〇
年
一
一
月
）
一
七
、
一
八
頁
。

*
1

6

児
島
俊
平
「
島
根
近
代
漁
業
の
あ
け
ぼ
の
－
安
井
好
尚
と
河
原
田
盛
美
－
」

（
『
郷
土
石
見
』
第
三
八
号
、
一
九
九
五
年
四
月
）
。

*
1

7

、
「
島
根
県
下
鯣
帖
」
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
河
原
田
盛
美
作
成
書
類
（
明

治
二
〇
年
七
月
二
七
日
）
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

*
1

8

池
田
哲
夫
「
資
料
紹
介

明
治
二
一
年
開
催
隠
岐
国
私
立
水
産
共
進
会
ー
河

原
田
メ
モ
よ
り
ー
」
（
『
隠
岐
の
文
化
財
』
第
九
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）
。


